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針路

　

国
民
大
運
動
が
副
知
事
交
渉

　

国
民
大
運
動
高
知
県
実
行
委
員
会
は
、
十
一
月
七
日
、
毎
年
恒
例
の
次
年
度

予
算
に
関
わ
る
県
と
の
話
し
合
い
を
行
い
、
県
側
か
ら
は
岩
城
副
知
事
と
項
目
ご

と
に
各
課
長
等
が
対
応
し
ま
し
た
。
　
国
民
大
運
動
側
か
ら
は
、
二
十
人
あ
ま
り

が
参
加
し
、
県
へ
の
予
算
要
求
で
は
、
六
つ
の
大
項
目
に
つ
い
て
集
中
的
に
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

原
発
再
稼
働
問
題

   
副
知
事
は
、
原
発
の
再
稼
働
は
原
子

力
規
制
委
員
会
が
新
た
に
作
る
新
基
準

を
満
た
す
こ
と
が
最
低
条
件
と
表
明
。

新
基
準
が

「政
治
や
経
済
か
ら
独
立

し
、
安
全
性
の
観
点
で
作
ら
れ
る
た
め

に
は
、
厳
し
い
国
民
監
視
が
必
要
」と
の

会
側
の
主
張
に
同
調
。
事
前
に
県
独

自
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
安
全
性
に

関
し
て
厳
し
い
要
望
を
上
げ
て
い
く
姿
勢

を
表
明
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
原
発
ゼ

ロ
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エネ
ル
ギ
ー
や

蓄
電
技
術
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の
進
展
具

合
な
ど
に
よ
る
と
の
姿
勢
に
留
ま
り
ま

し
た
。

１
次
産
業
の
振
興
問
題

   

改
め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
強
い
意
志

を
表
明
。
県
独
自
、
四
国
知
事
会
、
全

国
知
事
会
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
、
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
行
く
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知
独
自
の
集

落
営
農
の
推
進
、
新
た
な
収
出
荷
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
を
進
め
る
決
意
を
表

原
発･

オ
ス
プ
レ
イ･

雇
用
等
で
要
求

明
し
ま
し
た
。

平
和
の
問
題

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
、
低
空
飛
行
訓
練

の
中
止
を
求
め
る
要
求
に
関
し
て
は
、

副
知
事
は
県
独
自
、
あ
る
い
は
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
今
後
も
中
止
を
求
め

て
行
く
姿
勢
を
表
明
し
ま
し
た
。
特

に
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
が
ド
ク
タ
ー
ヘリ
の
ヘ

リ
パ
ッ
ト
や
飛
行
ル
ー
ト
と
重
な
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
と
述
べ
、
「オ
ス
プ
レ
イ

を
含
む
米
軍
機
の
飛
行
訓
練
計
画
の
事

前
提
出
を
文
書
で
求
め
る
」
こ
と
も
含

県交渉の様子

「消
費
税
、
原
発
も
小
さ

な
こ
と
」
「（候
補
者
の
最

終
調
整
は
）
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

決
め
れ
ば
い
い
」な
ど
、
「第

三
極
」結
集
へ向
け
た
軽
い
発
言
が
目
に

つ
く
。
マ
ス
コ
ミ
は
部
分
的
批
判
に
留
ま

り
、
第
三
極
へ風
を
吹
か
せ
て
い
る
▲
三

年
前
は
、
構
造
改
革
路
線
に
よ
る
格
差

と
貧
困
の
拡
大
、
派
遣
切
り
、
戦
後

の
自
民
党
（的
）
政
治
への
批
判
が
、
政

権
交
代
への
熱
望
を
生
み
、
民
主
党
に

風
を
吹
か
せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「政

権
の
交
代
」
に
過
ぎ
ず
、
「政
治
の
中
身

の
変
革
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
て
い
な
い
消

費
税
引
き
上
げ
を
自
民
党
、
公
明
党

と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
「二
大
政
党
」

制
の
存
立
基
盤
を
自
ら
突
き
崩
し
た
。

そ
し
て
今
度
は
第
三
極
で
あ
る
▲
二
極

だ
三
極
だ
と
マ
ス
コ
ミ
に
囃
し
立
て
ら
れ
、

国
民
は
熱
狂
と
失
望
を
繰
り
返
し
、

政
治
不
信
を
強
め
て
い
る
。
必
要
な
こ

と
は
、
こ
と
の
本
質
を
見
抜
く
目
だ
。

三
年
前
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
▲
格

差
と
貧
困
を
社
会
問
題
化
し
、
そ
の

解
決
を
政
府
に
迫
り
政
権
交
代
に
導
い

た
。
判
断
の
基
軸
は
、
規
制
緩
和
を
進

め
、
利
益
最
優
先
の
競
争
万
能
主
義

を
す
す
め
る
構
造
改
革
路
線
に
あ
る
▲

第
三
極
は
右
翼
と
構
造
改
革
路
線
の

ご
っ
た
煮
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
原
発
再
稼
働
も

根
っ
こ
は
構
造
改
革
路
線
に
行
き
つ
く
。

キ
レ
イ
な
言
葉
の
下
に
隠
さ
れ
た
根
っ
こ

を
引
っ
こ
抜
き
、
ふ
る
い
に
か
け
る
必
要

が
あ
る
。
（田
）

め
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
制
定
問
題

 

　
副
知
事
は
、
「民･

民
の
契
約
に
介
入

で
き
な
い
」
「最
低
賃
金
で
規
制
」
と
従

来
姿
勢
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
「公
契
約
条
例
に
つ
い
て
の
研
究
は

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
創
設

　 

耐
震
改
修
の
助
成
、
県
産
材
住
宅
の

助
成
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
助
成
な

ど
政
策
目
的
に
沿
っ
た
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が
、
仕
事
起

こ
し
て
の
点
で
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
予
算
上
の
制
約
が
あ
る
、
と
従

来
姿
勢
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
会
側
が

佐
賀
県
の
よ
う
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
上
に
耐
震
等
の
加
算
制
度
を
上
積
み

す
る
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
か
と
提
起
。

 

　
こ
れ
に
対
し
て
県
側
は
、
耐
震
改
修

を
申
し
込
む
人
は
、
つ
い
で
に
他
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
な
ど
の
効
果
も
あ
る
と

答
え
ま
し
た
。

国
保
法
４
４
条
窓
口
負
担
問
題

 

　
会
側
は
、
所
得
の
激
減
、
保
険
料
の

完
納
な
ど
の
ハー
ド
ル
が
高
く
、
利
用
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
っ
と
、
ハー
ド
ル
を

下
げ
、
適
用
を
増
や
し
た
り
、
無
料
低

額
診
療
制
度
を
公
立
病
院
で
行
う
な
ど

の
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し

た
。副

知
事
は
「そ
の
点
は
生
活
保
護
な

ど
の
福
祉
で
対
応
を
と
考
え
て
い
る
。

無
料
低
額
診
療
の
件
に
つ
い
て
は
、
勉
強

さ
せ
て
も
ら
う
」
と
答
え
ま
し
た
。



　

いの健学習会の様子

オスプレイ反対の声を挙げる参加者
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雇
用
破
壊

今
や
労
働
者
の
３
人
に
１

人
以
上
が
非
正
規
労
働
者
。

若
者
に
対
す
る
求
人
の
半
分

は
非
正
規
雇
用
。
将
来
の
見

通
し
も
持
て
ず
、
い
つ
首
に

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安

定
な
雇
用
。
ま
さ
に
、
政
治

災
害
。

　
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、

民
主
党
政
権
は
構
造
改
革
に

絡
め
取
ら
れ
、
改
正
は
骨
抜

き
に
。
労
働
契
約
法
の
改
正

に
よ
る
「
有
期
雇
用
の
制
限
」

も
不
十
分
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
い
ま
こ
そ
、
直
接
雇
用
で

期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
が

当
た
り
前
の
社
会
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各党の法案に対する賛否・政策態度
法律・法案名与党＜自民・公明＞ 法律・法案名の内容 民主党 国民新党 自民党 公明党 みんなの党 日本共産党 社民党 国民の生活が第一太陽の党 日本維新の会

消費税法改正法 2014年４月８％、15年10月10％に 賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 - - -

子ども・子育て支援法
保育の市場化に（契約制度）へつ

ながる
賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 - - -

社会保障制度改革推進法

憲法25条に反する自助に社会保障

を変質。更なる社会保障費削減を

めざす。

賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 - - -

労働者派遣法　12年10月1日施行
抜本改正（登録・製造派遣禁止）見
送り。日雇い派遣１ヶ月以上ならＯＫ

賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 - - -

労働者契約法　12年8月（一部13

年4月）施行

有期を一時的・臨時的業務に限定

する「入口規制」見送り。
賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 賛成 - -

国家公務員の給与削減
国家公務員の給与を人勧を含め新

年度から２年間、平均７．８％下げる
賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 - - -

特例公債（赤字国債）発行法案
１２年度の発行＋２０１５年度までの

４年間の特例公債の発行を認める
賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 賛成

年金２．５％削減法案
2013/10～1%、2014/4～1%、

2015/4～0.5%給付引下げを行う。
賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 賛成

国家公務員の退職手当法改正
平均４００万円の削減。４５歳からの

早期退職制度創設。
賛成 賛成 賛成 賛成 反対 反対 反対 賛成 賛成 賛成

民主党 国民新党 自民党 公明党 みんなの党 日本共産党 社民党 国民の生活が第一太陽の党 日本維新の会

改憲
改憲・自主憲

法制定
改憲

加憲（９条に

第3項：国際

貢献の安全

保障等）

自衛隊の明

確化。２年間

の国民的議

論・国民投

票。

反対 反対 冷静な論議必要。
改憲。※現行

憲法破棄

改憲へ向け要

件を2分の1に。

参院廃止

３０年代にゼ
ロ・再稼働も

脱原発を将
来目標

再稼働に前
向き

2030年まで

に約3分の2

を廃炉・停止

脱原発

原発ゼロ・自

然エネル
ギーへの転

換

２０２０年まで
にゼロ

１０年後を目途に原
発廃止

再稼働

３０年代にゼ

ロ・ルールに基

づき再稼働

賛成

反対。日米地

位協定の改

定

賛成

現状では反

対。安全性：

独自調査を。

配備は必要。

但し、安全性

の確認、不安

の払拭必要。

反対・日米地

位協定の改

定・将来的に

安保破棄

反対
基本は賛成。安全

問題は若干遺憾。
賛成

賛成 賛成 賛成 賛成

「賛成」だ

が、その前に
公務員削減

等/地方税化

反対 反対 反対 賛成
賛成/地方税
化

・道州制・分

権改革推進。

・公務員人件

費２割削減

賛成

・賛成

・国・地方合

わせて２割削

減

賛成

・賛成・地域

主権型道州

制。

・公務員10万

人に削減

反対 反対

地域主権改革推

進。地方への事務・

財源移譲。将来的

に道州制も。

賛成

・推進

・削減・政治活

動の規制

賛成/推進 反対

慎重から参

加に前向き
へ

慎重論：利点

と欠点の情
報開示を

推進 反対 反対 反対 推進 推進

※「－」は政党が存在しない時のため、採決に参加していないことを示す。いずれも衆議院段階での態度。

※太陽の党と日本維新の会は合流前の態度。

ＴＰＰ参加

政策課題

憲法改正（9条等）

原発ゼロ、再稼働問題

オスプレイ配備・低空飛行訓練

消費税引き上げ

道州制・地方分権改革、公務員人件費

要
求
運
動
を
投
票
行
動
に
つ
な
げ
よ
う

政治を考え
政治を変えよう！ 衆院選挙

方 　針

仕事と地域の視点で

①消費税の引き上げ反対！引き上げ中止法

　案の提出を！

②ＴＰＰ参加反対！中山間にふさわしい農

　林業の振興策を！

③原発ゼロ、再稼働反対の政治決断を！

　自然エネルギーへの思い切った転換を！

④オスプレイの配備、低空飛行訓練反対！

　日米地位協定の抜本見直し！

⑤医療・介護・保育・年金・生活保護の改

　悪を許さず、社会保障の充実、地域から

　貧困をなくす！

⑥雇用破壊をやめさせ、直接・無期雇用が

　当たり前の社会の実現を！

＜選挙の争点＞

＜選挙のスローガン＞

〇格差と貧困を広げる構造改革路線に厳しい審判を！

〇雇用破壊と社会保障の改悪をやめさせ、 地域から貧困をなくそう！

〇公務員攻撃、 公務員バッシングをやめさせ、 確かな公共部門の構築で地域を支えよう！

〇財界、 アメリカ言いなりの政治からの転換を！

〇教育の反動化、 憲法改悪への道は許さない。 公務員の基本権への攻撃への反撃を！

一
二
月
一
六
日
投
票
で
衆
議
院
選
挙
が
戦
わ
れ
ま
す
。「
引
き
伸
ば
し
」・「
追
い
込
ま

れ
」・
「
談
合
」
解
散
。
国
民
に
と
っ
て
は
「
待
っ
て
ま
し
た
解
散
」
で
す
。
政
治
を
変

え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　県
労
連
は
「
政
党
支
持
自
由
」
の
原
則
を
掲
げ
、
特
定
政
党
・
候
補
の
支
持
は
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
要
求
実
現
と
政
治
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　県
労
連
と
し
て
選
挙
の
争
点
、
政
党
選
択
の
基
準
、
そ
の
材
料
を
組
合
員
に
提
示
し
、

政
治
論
議
を
活
発
に
し
、
政
治
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。
職
場
、
地
域
の
視
点
で
選
挙

を
考
え
、
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
要
求
運
動
を
投
票
行
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

消
費
税

　
消
費
税
は
、
庶
民
に
も
、

業
者
に
も
、
地
域
に
も
、

そ
し
て
国
家
財
政
に
も
害

悪
を
も
た
ら
す

「
四
方
総

ま
る
損
」
の
大
増
税
。
輸

出
戻
し
税
で
還
付
を
受
け

る
輸
出
大
企
業
だ
け
が
得

を
す
る

「
一
方
得
」
の
不

公
平
増
税
。

　
８
％
へ
の
引
き
上
げ
は
１

４
年
４
月
。
総
選
挙
で
引

き
上
げ
反
対
の
政
党

・
議

員
を
多
数
に
し
、
引
き
上

げ
の
廃
止
法
案
を
来
年
１

月
の
通
常
国
会
に
共
同
提

出
で
き
る
政
治
状
況
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

原
発
再
稼
働

四
国
の
夏
の
電
力
は
、

８
月
の
ピ
ー
ク
時
に
も
１
２

％
の
予
備
率
。
来
年
２
月

の
冬
の
ピ
ー
ク
時
予
測
も

９
％
の
予
備
率
で
す
。

　
原
発
ゼ
ロ
の
政
治
決
断
を

し
て
、
節
電
と
コ
ン
バ
イ
ン

ド
な
ど
効
率
的
な
火
力
の

導
入
で
余
力
を
作
り
出

し
、
本
格
的
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
は
か
る
べ

き
で
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
高
値

買
い
か
ら
の
脱
却
も
重
要

で
す
。

　
原
発
を
動
か
せ
ば
、
使

用
済
み
核
燃
料
と
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
が
増
え
続
け
ま
す
。

そ
の
処
理
の
め
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。
廃
棄
物
の
最
終

処
理
、
廃
炉
へ
向
け
た
研

究
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

す
べ
き
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）

野
田
首
相
は
、
選
挙
後

に
も
参
加
表
明
を
す
る
意

向
を
固
め
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
も
し
、
参
加
す
れ
ば

農
業
だ
け
で
は
な
く
、
金

融
、
労
働
、
公
共
事
業
入

札
、
医
療
な
ど
広
範
な
分

野
が
被
害
を
受
け
ま
す
。

消
費
税
引
き
上
げ
と
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
地
域
が
壊
れ

オ
ス
プ
レ
イ

世
界
一
危
険
な
航
空
機

が
、
世
界
一
危
険
と
い
わ

れ
る
普
天
間
飛
行
場
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
既
に
安
全
に
つ
い
て
の

「
日
米
合
意
」
は
無
視
さ

れ
、
四
万
十
市
上
空
も
飛

行
。

　
米
軍
機
は
、
日
本
の
航

空
法
の
主
要
部
分
が
適
用

除
外
で
、
飛
行
計
画
の
届

け
出
な
し
て
、
自
由
に
（
最

低
飛
行
高
度
の
制
限
も
受

て
し
ま
い
ま
す
。

け
ず
）
日
本
の
空
を
飛
び
ま

わ
れ
ま
す
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
低
空

飛
行
訓
練
反
対
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
見
直
し
を
求

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　　１６日投票

１２月４日告示

(2)２０１２年１２月１日　　　 　 　　　高　知　県　労　連　　（部内資料）　　   　　　　ＮＯ．１４７



(4）２０１２年１２月１日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１４７

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

石･

橋
が
た
た
い
て
消
え
た
太
陽
の
党

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

時事川柳を募集中！

　

１
４
６
号
の
答
え
は
「
モ
ミ
ジ

ガ
リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

地
震
国
阻
止
し
て
ほ
し
い
再
稼
働

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（石
丸
虎
子
）

　
　
　

山
中　

詩
麻　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

植
村　

佳
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

藤
田　

智
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
高
教
組
）

都
市
と
富
第
三
極
の
風
と
読
む

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
優
勝
す
れ
ば
消
え
て
い
た

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（石
丸
虎
子
）

一
票
で
わ
が
目
の
前
の
格
差
に
カ
ツ

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○樫やん奮戦記 25 を読み、 こんなことがあってたまる

か!！と思いました。 人は宝です。 1人1人を大事にす

ることがより職場環境を作ると私は思いますが...。自治

労連 （K･U）

○どじょう首相の解散権行使は2億円の退職金を排出

するだけでしょうか?益々、選挙離れが加速しそうです。

（投票には行きますが...。） 自治労連 （S･Y）

○HPの案内の記事を見て、「あっ、 今まで県労連のHP見たことないわ」

　急いで拝見させていただき、「おっ、青年部いろいろやってるんだなぁ」

　若者が元気であるということ、本来当たり前のことがこんなにも元気を与え

てくれるとは！これから時々忘れずに県労連HP見るようにしようと思いまし

た。 高教組 （T･F）

2013年春闘討論集会
～ 『シュントウ』 の新しいスタイルと職場～

日時:2012年12月8日(土)13:30～

場所:高知城ホール4F
【特別講演】
          生熊　茂美氏 （JMIU 中央執行委員長）

　　     ～春闘再構築の方向性と職場運動の発展～

【ミニシンポ】

数
年
後
紙
切
れ
と
化
す
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

 『現状を打破する新たな春闘スタイルとは』

 　　 ・ コーディネーター        　　 牧耕生 （県労連書記長）　

　　 ・ パネリスト　　　 　　高月陽生 （自治労連書記長）

　  　　  　金子竜太 （医労連書記長）

  　 　 　　中岡健太 （こうち生協労組書記長）

             　山本浩史 （ミロク労組書記長）

○繁藤大橋を渡りきった山 （正面） に毎年あざやかな”

朱紅”になるもみじがあります。夕陽にてらされ今年も最

高!！来年からは...。 県教組 （Y･M）

○ 「時事川柳」 いつも感心して見ています。自治労連

（Y･Y）

○来年3月、 退職です。 長年お勉強させて頂き有難う

ございました。自治労連 （S･N）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
枠
に
入
る

文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何

で
し
ょ
う
。

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
地
下
運
動
者

の
隠
れ
家
　
②
田
畑
を
耕
作
す
る

こ
と
。
―
―
物
　
③
○
○
の
ビ
ー

ナ
ス
　
④
―
―
の
故
意
　
⑥
―
―
不

満
　
⑧
紙
で
作
っ
た
―
―
の
虎
　
⑩

リ
レ
ー
競
走
で
―
―
を
落
と
す
　

⑪
武
田
信
玄
の
言
葉
と
伝
わ
る

「人
は
○
○
、
人
は
石
垣
」　
⑬
下

品
で
い
や
し
い
こ
と

【ヨコのカギ】②

頭がよく――が

早い⑤――で

花に水をやる　

⑦――の機転

で身を守る　⑧

上野○○の夜

行列車　⑨配

慮　⑪○○従

関係　⑫――

に行って散髪　

⑭――による

火災が結構多

い

○来たる衆院選で、 国民の怒りの声を上げましょう。 またまた｢教育｣がこ

わされていきそうで心配です。 県教組 （K･N）

○若者の雇用がないのは、 子どもをもつ親として、 不安です。 職場の臨

時さんの生活を考えても、正規採用を望むばかりです。自治労連（O･Y）




